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第１章 港区を取り巻く観光の現状 

 
 

１ 観光ニーズの概要 

 長引く経済の低迷による個人消費の落ち込みや所得の減少により、国内旅行

の宿泊数は全般的に減少傾向にあります。しかし、エンターテインメント施設

等の新たな都市型観光資源への訪問人数や連休時の全国的な旅行動向、旅行会

社の多種多様な日帰りツアー企画等の現状を見ると、国内旅行に対する潜在需

要は高く、観光資源の開発や観光まちづくりにより賑わいをみせている地域が

各地に多数みられます。 

 一方、海外旅行については、テロやＳＡＲＳ等の影響により、平成 15 年の海

外旅行者数は対前年比 19.5％減の約 1,330 万人となっていますが、こうした外

因が除かれた平成 16 年８月は過去最高の出国者数を記録するなど、海外旅行に

対する潜在需要は依然として高い状況にあります。 

 訪日外国人旅行者数についてみると、平成 15 年は 521 万人（前年度比 0.5％

減）と同年における日本人海外旅行者数の 40％程度であり、アンバランスな構

造となっています。また、平成 14 年の外国人旅行者受け入れ数の国際ランキン

グでは、日本は世界で 33 位、アジアで 8位と低位となっています。 

 

 

 

図表１－１ 国民１人当たりの宿泊観光旅行回数及び宿泊数の推移（平均） 

（資料）国土交通省「平成 16 年版観光白書」 
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図表１－２ 日本人海外旅行者数、訪日外国人旅行者数の推移 

  （資料）国土交通省「平成 16 年版観光白書」 

 

図表１－３ 外国人旅行者受入数国際ランキング（平成 14 年） 

 （資料）国土交通省「平成 16 年版観光白書」 

 

２ 国及び東京都の動向 

 国は、観光立国実現のための施策を効果的かつ総合的に推進するため、平成

15年 7月に「観光立国行動計画」を決定しました。同行動計画の重点施策とし
て「日本の魅力・地域の魅力の確立」を掲げ、各地域がそれぞれのもつ魅力を
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自主的に発見し、高め、競い合うこと、良好な景観の形成を進めていくこと等

が必要としています。また、「日本ブランドの海外への発信」、「観光立国に向け

た環境整備」として外国人が一人歩きできる環境整備、入国手続きの円滑化、

旅行の低コスト化等を挙げています。 
 一方、東京都では、平成 13 年 11 月に千客万来の世界都市・東京をめざして

「東京都観光産業振興プラン」を策定しています。 

 同プランの中で、「日本は外国人旅行者の誘致についての取り組みが決定的

に欠けていた。（中略）このため、東京都が先頭に立って、東京を訪れる外

国人旅行者の増加を図るための誘致目標数を掲げ、日本のゲートウェイとし

てダイナミックに取り組んでいくことが必要である。」と訪日旅行者の誘致

を述べています。東京都は、「東京への外国人旅行者 277 万人を、５年で倍

増の 600 万人にする」という目標を掲げ、外国人旅行者の増加を図ることで、

観光産業振興を図っていく考えを明らかにしています。 

 同プランでは、東京都の外国人旅行者が 1998 年推計の 250 万人からシンガポ

ール並みの 600 万人に増加した場合の経済効果として、総消費額（交通運賃、

宿泊費、お土産代等）は約 4,750 億円増加し、東京都産業連関表から算出した

東京都内の生産誘発効果は約 5,727 億円、雇用誘発効果は約 3 万 7 千人になる

と予想しています。また、これらの誘発効果は、様々な分野の産業に大きな影

響をあたえるとし、観光振興施策を通した産業振興を進めていくこととしてい

ます。 

 

３ 港区の観光資源 

（１）観光資源の捉え方 

 これまでは「見る」観光が中心であったことから、観光資源を自然資源と人

文資源の２つに分類し、さらに、自然資源は森林、海岸などに、人文資源は史

跡、神社・仏閣などに分類して、個々の観光資源の魅力を高めることを重視す

る傾向がありました。しかし、近年では、「歩く・学ぶ・体験する」観光が重視

されてきたことから、異国情緒を感じさせる町並みや田園風景など地域全体を

観光資源ととらえ、個々の観光資源をネットワーク化して観光客のニーズに応

える取り組みが進められています。 

 港区には、有栖川宮記念公園や国立科学博物館附属自然教育園などの自然資

源もありますが、観光資源の多くは、史跡、神社・仏閣等の人文資源です。 

  このほか都市独自のものと位置づけられる都市型観光資源として、先進的な

まちづくり地域や『青山』、『六本木』、『赤坂』などの地名、シヨッピングエリ

ア、イメージ、著名な飲食店等があります。さらに、港区全体を観光資源と位

置づけることができる“夜景・展望空間”という都市型観光資源があります。 

都市の特性が発揮されている、あるいは都市でなければ享受できないさまざま

な対象を目的に観光客が訪れるものとすれば、港区の観光資源の分野・範囲は

極めて広いものになると考えられます。 
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（２）港区の観光資源の特徴 

 港区の観光資源には、東京タワーや台場地区、六本木ヒルズ、汐留シオサイ

ト、増上寺、泉岳寺など全国レベルの集客力をもち、港区における観光の拠点

施設となっているものがある一方で、全国レベルでの集客力はないが、港区の

歴史や文化を代表する貴重な観光資源として、多様化した観光客のニーズに応

えているものなど、さまざまなものがあります。 

これらは、史跡や建築物、神社・仏閣、美術館のように点的に位置するもの、

イメージや個性的な店舗と地域がマッチした青山通り、プラチナ通り、骨董通

りなど線的に位置するもの、複数の観光関連施設が集積している台場地区や六

本木のように面的に位置するもの、都市の夜景のように空間的に存在するもの

等に分けることができます。また、こうした観光資源は、歴史的なもの、先進

的なもの、イメージ的なもの、芸術的なもの等の観点から分類することも可能

です。さらに、“核”となる大型の観光資源が港区内に複数あることも他地域に

見られない特徴です。 

こうした多様性、空間性、複合性に富んでいることが港区の観光資源の大きな

特徴であり、集客力を高めている要因と考えられます。 

 

（３）観光資源の分布状況 

  港区観光協会が平成 16 年 3 月にまとめた『港区観光資源調査報告書』（図表

１－４）によれば、港区内に１６０の主な観光資源があります。 

 この分布状況をみると、芝地域には区内で最も多くの観光資源があります。

集客力という点では全国レベルの集客力をもつ東京タワー、汐留シオサイト、

増上寺などがあり、港区の歴史・文化という点では増上寺、芝大神宮、愛宕神

社、旧芝離宮恩賜公園、ＮＨＫ放送博物館などがあります。また、観光資源の

種類という点では、都市の近代性や賑わい性をあらわす汐留シオサイトや世界

貿易センタービル、シーサイドを楽しめる竹芝埠頭など多様な資源があります。 

  麻布地域には、先進的なまちづくりの六本木ヒルズを含む六本木の街と麻布

十番商店街が中心的な観光資源になっていますが、これらの面的な空間の周辺

に神社・仏閣、有栖川宮記念公園などの自然資源、大使館など趣を異にする観

光資源が存在しています。 

  赤坂地域には、ファッションがブランドになって線的な広がりをもつ青山通

り、テレビ局を中心に複数の商店街や数多くの飲食店等が広がる赤坂、その周

辺に点在する美術館、神社・仏閣などの各種資源が存在しています。 

 高輪地域には、国立科学博物館附属自然教育園、泉岳寺、美術館、白金台の

おしゃれな通り、江戸城改修工事に伴って立ち退きを迫られた寺が集積してい

る地域（三田４・５丁目）などの観光資源がありますが、上記の地域と比べて

“核”となる観光資源が少なく、地域内に散在している状況があります。しか

し、個々の観光資源はそれぞれが個性的で魅力に溢れており、他の地域とちが

った表情があります。 

  これら４つの地域には、芝大神宮だらだら祭りや青山まつり、泉岳寺義士祭
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のような歴史的・時代的な趣のある祭り、また、麻布十番納涼まつり、三田納

涼カーニバル、新橋こいちまつりなど地域性やイベント性の高い祭りが観光資

源としても定着しています。 

 芝浦・港南地域には、“発祥の地・記念碑”的な観光資源が点在しています。

一方、他地域にない“運河という個性的な観光資源”があるのが特徴です。近

年、芝浦地域では運河まつりが実施され、運河とあわせ観光資源としての定着

性を高めつつあります。また、台場地区には様々な観光施設が集積しています。 

  地域的な広さからみると、観光資源が少ない現状がありますが、他地域にな

い観光特性を創造できる可能性があります。 
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図表１―５ 港区における観光資源の分布 

 
 
（資料）港区観光協会「港区観光資源調査報告書」をもとに作成 
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（４）主な観光施設の入場状況 

 港区では、平成 11 年度に台場地区に商業施設やアミューズメント施設が設立

され、平成 14 年度には汐留再開発地区、平成 15 年度には六本木再開発地区が

オープンしました。再開発は新たな都市型観光資源となり、港区を訪れる観光

客を飛躍的に増大させています。入場者数が公表されている観光施設（図表１

－６）だけでも年間延入場者数は約 3,000 万人にも上っています。 

 また、平成 15 年度の六本木ヒルズの来場者数は、新聞報道（日本経済新聞 2004

年 4 月 23 日）によると 5,000 万人弱であり、図表１－６の平成 15 年数値（空

欄・非公開は 14 年数値）と合わせると、港区には、年間延約 9,070 万人という

極めて多くの観光客等が訪れていることになります。 

 一方、六本木ヒルズの 5,000 万人と台場地区の 2,700 万人から分かるように、

全体の 85％にあたる年間延 7,700 万人の観光客等が麻布地域と台場地区を訪れ

ており、港区特有の都市型観光資源への注目度の高さが伺われます。このこと

は、160 を超える観光資源を有する港区において、観光客の多くが特定の観光資

源に集中していることを表しています。 

図表１－６ 主要観光施設の入場者数（いずれも公表数値） 

  

 このほか、赤坂・青山といったファッション街、増上寺や泉岳寺のような神

社・仏閣、テレビドラマの撮影や情報誌等で被写体となることが多いレインボ

ーブリッジや湾岸風景、地域のお祭りなど、こうした場所やイベントを訪れる

観光客も相当数見込まれます。 

地域 観光施設 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 備考

芝 東京タワー 2,880,000 2,720,000* 2,560,000* 2,400,000 2,600,000 非公開

カレッタ汐留 9,500,000

ＮＨＫ放送博物館 95,072 102,046 94,925 88,895 79,142

松下電工NAISミュージアム
15年4月
オープン

世界貿易センタービル 81,000 80,000 83,000 76,000 76,000

旧芝離宮恩賜公園 37,416 51,955 65,398 77,341 82,148 82,785

大倉集古館 17,142 19,166 31,652 43,598 26,195

麻布 森美術館
15年10月
オープン

東京シティビュー
15年4月
オープン

赤坂 サントリー美術館 107,000 97,000 80,000 98,000 123,000

根津美術館 104,758 115,119 99,802 123,486 81,809

岡本太郎記念館 17,902 20,753 20,950 22,323 25,315

高輪 東京都庭園美術館 210,117 228,275 251,535 399,053 211,005

自然教育園 76,523 79,221 89,032 105,251 93,280

物流博物館 7,713 7,468 9,177 9,122 7,174

芝浦・港南 デックス東京ビーチ 0 9,300,000 11,650,000 13,900,000 14,000,000

メディア-ジュ 0 0 11,396,000 12,141,000 11,747,000 12,792,000

東京ジョイポリス 1,300,000 1,115,000 1,110,000 1,050,000 1,050,000 1,050,000

合計 4,934,643 11,216,003 24,981,471 30,534,069 30,202,068

(注）*印は非公開のため推計値

(資料）港区観光協会「港区観光資源調査報告書」平成16年3月を参考に、各種資料のデータを加えて作成


